
平成30年度予算 平成29年度予算 増減（前年比％）

内閣府（総合海洋政策） 52 52 0（ 0.0%）

内閣府（科学技術イノベーション創造推進費） （555の内数）※1 （500の内数）※1 －

警察庁 22 0 22（ －）

総務省 7 4 3（ 77.6%）

法務省 （163の内数）※2 （170の内数）※2 －

外務省 5 4 0（ 8.1%）

文部科学省 428 438 △9（ △2.1%）

農林水産省 1,538 1,572 △34（ △2.2%）

経済産業省 419 448 △29（ △6.6%）

国土交通省 2,892 2,908 △16（ △0.6%）

環境省 71 99 △28（△28.7%）

合計（防衛省除く） 5,432※3 5,525※3 △93（ △1.7%）

平成３０年度海洋関連予算：5,432億円（防衛省除く）
（単位：億円）

※１ 総合科学技術・イノベーション会議（CSTI）により配分額を決定。
※２ 海洋政策予算額が特定できない施策の合計。海洋関連予算はこれらの内数となる。全体の合計には含まない。
※３ 端数処理（四捨五入）のため、表中の数値の合計は一致しない。
※４ 後年度負担金が含まれているため、防衛省は別集計とした。

全体に係る留意点
・ 内数として海洋政策予算額が特定できない施策を含まない。
・ 復興庁計上予算のうち、省庁執行分は表に含める。
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防衛省※4 2,691 2,607



○国内石油天然ガスに係る地質調査・メタンハイドレートの研究開発等委託費等
（経済産業省） 227億円（H29予算：242億円）

○海洋鉱物資源の基礎調査等 （経済産業省） 93億円（H29予算：113億円）
○海洋開発市場の獲得に向けた海事生産性革命の前進に必要な経費
（海事生産性革命：j-Ocean）（国土交通省） 4億円（新規）

○北極海航路の利活用の検討（国土交通省） 0.2億円（H29予算：0.2億円）
○船員の確保・育成のための総合対策の推進等（国土交通省）

76億円（H29予算：77億円）
○国際コンテナ戦略港湾政策の深化と加速（国土交通省）771億円（H29予算：766億円）

○資源・エネルギー等の安定的かつ安価な輸入の実現に向けた効率的な海上輸送網
の形成（国土交通省） 2,347億円の内数（H29予算：2,339億円の内数）

○ＬＮＧバンカリング拠点の形成（国土交通省）
2,347億円の内数（H29予算：2,339億円の内数）

平成30年度海洋関連施策の概要①
４．海上輸送の確保

５．海洋の安全の確保

１．海洋資源の開発及び利用の推進

２．海洋環境の保全等

○大陸棚の限界設定に向けた対応（内閣府・外務省） 0.2億円（H29予算：0.2億円）
○我が国領海及び排他的経済水域における海洋調査の推進（国土交通省）

17億円（H29予算：35億円）
○排他的経済水域における漁場整備の推進（農林水産省）

27億円（H29予算：27億円）
○低潮線の保全の推進（国土交通省） 0.5億円（H29予算：0.7億円）

３．排他的経済水域等の開発等の推進

○気候変動観測・監視・対策業務（国土交通省） 8億円（H29予算：11億円）
○漂流・漂着・海底ごみに係る削減方策総合検討事業（環境省）

2億円（H29予算：1.3億円）
○海洋における放射能モニタリング（環境省） 23億円の内数（H29予算： 25億円の内数）

○洋上風力発電の実現に向けた技術開発・実証研究等（経済産業省・国土交通省・環
境省） 120億円（H29予算： 117億円）

○波力、潮流等を活用した発電技術研究開発及び安全・環境対策（内閣府・経済産業
省・環境省） 21億円の内数（H29予算： 18億円の内数）

海洋再生可能エネルギーの利用促進

海洋エネルギー・鉱物資源の開発の推進

○海上防衛力の維持・整備等（防衛省）
2,031億円 H34年度までの後年度負担額を含む

（H29予算：1,541億円 H33年度までの後年度負担額を含む）

○「海上保安体制強化に関する方針」に基づく体制の強化（国土交通省）＜一部再掲＞

245億円（H29予算：222億円）
○治安・救難・防災業務の充実・強化（国土交通省） 254億円（H29予算：344億円）
○国境離島における事態対処能力の向上（警察庁） 21億円（新規）

○ソマリア沖・アデン湾における海賊対策（外務省・国土交通省・防衛省）
46億円（H29予算： 51億円）

水産資源の開発及び利用

○水産環境整備事業（農林水産省） 106億円（H29予算：104億円）
○資源管理・資源調査の強化（農林水産省） 45億円（H29予算：45億円）
○漁業取締りの強化等（農林水産省） 145億円（H29予算：130億円）

環境負荷の低減

○重要生態系監視地域モニタリング推進事業（環境省）
3億円の内数（H29予算：2億円の内数）

○サンゴ礁生態系保全対策推進費（環境省） 0.3億円（H29予算：0.3億円）

海洋の安全保障や治安の確保

海上交通における安全対策

○海上交通の安全確保（国土交通省） 84億円（H29予算：57億円）
○海洋及び沿岸域の水路測量、海象観測等（国土交通省） 4億円（H29予算：3億円）

海洋由来の自然災害への防災体制の強化

生物多様性の確保等

○南海トラフ広域地震防災研究プロジェクト・日本海地震・津波調査プロジェクト（文部
科学省） 6億円（H29予算：7億円）
○海底地震・津波観測網の運用（文部科学省） 11億円（H29予算：11億円）
○港湾の耐震化、津波対策等による事前防災・減災対策の推進（国土交通省）

2,347億円の内数（H29予算：2,339億円の内数）

○海岸の耐震化、津波対策等による事前防災・減災対策の推進（農林水産省・国土交
通省） 401億円の内数（H29予算：423億円の内数）
○漁港の耐震化、津波対策等による事前防災・減災対策の推進（農林水産省）

828億円の内数（H29予算：829億円の内数）

○我が国領海及び排他的経済水域における海洋調査の推進（国土交通省）＜再掲＞
17億円（H29予算：35億円）

○海洋状況把握（MDA）体制確立の推進等（内閣府、国土交通省）
2億円（H29予算： 1.0億円）＜一部再掲＞

６．海洋調査の推進
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○低潮線の保全の推進（国土交通省）＜再掲＞ 0.5億円（H29予算：0.7億円）
○離島における安全確保や観測活動の実施（国土交通省） 6億円（H29予算：4億円）
○国境の警戒監視体制の整備等（防衛省）

556億円 ※H32年度までの後年度負担額を含む
（H29予算：712億円※H31年度までの後年度負担額を含む）

○ 「海上保安体制強化に関する方針」に基づく体制の強化（国土交通省） ＜再掲＞
245億円（H29予算：222億円）

○治安・救難・防災業務の充実・強化（国土交通省）＜再掲＞
254億円（H29予算：344億円）

○特定離島における活動拠点整備・管理（国土交通省） 108億円（H29予算：108億円）
○国境離島の保全・地域社会の維持のための取組の推進（内閣府）

50億円（H29予算：50億円）
○沖ノ鳥島の管理・保全の充実（国土交通省）

8,014億円の内数（H29予算：8,009億円の内数）

○漁業経営安定対策と漁業構造改革の推進（農林水産省）164億円（H29予算：188億円）
○海上技術安全研究所施設整備費（国土交通省）

52億円の内数（H29予算：53億円の内数）

○ソマリア沖・アデン湾、マラッカ・シンガポール海峡における海賊対策・安全確保に関す
る国際協力

（外務省・国土交通省） 0.9億円（H29予算： 0.9億円）＜一部再掲＞
（国土交通省・防衛省） 46億円（H29予算： 51億円）＜再掲＞

○法の支配に基づく海洋秩序維持のための取組み
（外務省・国土交通省） 1.3億円（H29予算： 1.1億円）

○能力構築支援、共同訓練、防衛装備・技術協力等の取組（「ビエンチャン・ビジョン」（日
ＡＳＥＡＮ防衛協力の指針）に基づく取組）（防衛省） 3億円（新規）

○海事・水産分野における人材育成
（国土交通省） 6億円（H29予算：5億円）
（農林水産省） 8億円（H29予算：10億円）

○海洋教育・海事振興の推進（国土交通省） 0.2億円（H29予算：0.2億円）

10．離島の保全等

11．国際的な連携の確保及び国際協力の推進

12．海洋に関する国民の理解の増進と人材育成

７．海洋科学技術に関する研究開発の推進等

８．海洋産業の振興及び国際競争力の強化

○海洋に流入する汚濁負荷の下水道による削減（国土交通省）
社会資本整備総合交付金 8,886億円の内数（H29予算： 8,940億円の内数）

○総合的な土砂管理の推進（国土交通省）
8,014億円の内数（H29予算： 8,009億円の内数）

○海岸漂着物等地域対策推進事業（環境省） 4億円（H29予算： 4億円）
○閉鎖性海域での沿岸域管理の推進（農林水産省・国土交通省・環境省）

2億円（H29予算：3億円）

９．沿岸域の総合的管理

経営基盤の強化

○「訪日クルーズ５００万人」に向けたクルーズ船の受入環境整備（国土交通省）
143億円（H29予算：137億円）

○海洋開発市場の獲得に向けた海事生産性革命の前進に必要な経費
（海事生産性革命：j-Ocean）（国土交通省） ） ＜再掲＞ 4億円（新規）

○船舶の建造・運航における生産性向上（海事生産性革命：i-Shipping）（国土交通省）
5億円（H29予算：5億円）

新たな海洋産業の創出

国として取り組むべき重要課題に対する研究開発の推進

宇宙を活用した施策の推進

離島の振興

離島の保全・管理

平成30年度海洋関連施策の概要②

○次世代海洋資源調査技術、レジリエントな防災・減災機能の強化 （科学技術イノベー
ション創造推進費の一部）（内閣府）

555億円の内数（H29予算： 500億円の内数）
○国土強靱化に向けた海底広域変動観測（文部科学省） 120億円（H29予算：121億円）
○統合的海洋観測網の構築（文部科学省） 26億円（H29予算：31億円）
○気候変動の予測・適応に関する技術開発（文部科学省） 13億円（H29予算：14億円）
○北極域研究の戦略的推進（文部科学省） 11億円（H29予算：10億円）

○温室効果ガス観測技術衛星「いぶき」（GOSAT)シリーズによる地球環境観測事業等
（環境省） 18億円（H29予算：46億円）

○離島の活性化に対する支援等の離島の振興（国土交通省）＜一部再掲＞
456億円 （H29予算：470億円）

○奄美群島及び小笠原諸島の振興開発（国土交通省） 223億円（H29予算：227億円）
○離島漁業再生等に対する支援（農林水産省） 15億円（H29予算：15億円）

海洋関連予算の合計額
H３０年度予算： ５，４３２億円（防衛省除く）、 ２，６９１億円（防衛省）

H２９予算： ５，５２５億円（防衛省除く）、２，６０７億円（防衛省）

【注】 内数として額が特定できない施策分の金額は合計額に
含まない。
後年度負担金が含まれているため、防衛省は別集計とした。 3
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